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緒 士
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らはこれまで，ガレガ (Galegaorientalis Lam.)の生

育特性と北海道における適応性について検討してきた。その

結果，ガレガは越冬性，永続性，耐佳IJ伏性およびチモシーと

の混播適性に後れることが明らかになり，北海道における新

しいマメ科草穏として有益であることが示された(岩淵ら

2004)。今後，北海道においてガレガの栽培を実際に普及する

には，より詳細な生理生態学的な基礎的研究とともに栽培技

術に係わる各種検討が必要である。著者らはガレガと北海道

で最も栽培面積の多いチモシーとの混播栽培について 6年間

の長期に亘って調査した結果，ガレガはアルフアルファやア

カクローパよりもチモシーとの混播適性が高く，チモシーの

生育を抑制せずにマメ科率を適正かっ安定的に長期間維持で

きることを明らかにした(岩淵ら 2007)。また，ガレガとチモ

シーとの混播主主地の造成時における播種量試験を行い，最適

な播穣量を明らかにした(岩淵lら2010受理済)。

北海道で草地造成する場合，牧草の播種は春から夏にかけ

て行われるのが一般的である。春播種の目的は，播種当年の

主主育期間を長く取って晩秋までに十分な貯蔵養分を確保し

て，翌年の高い越冬性を期待するものである。しかし，春期

には多量な雑草が発生するため，牧草は雑草害を受けて草地

造成に失敗することがしばしばある。一方，夏播種は 1

を収穫した後に新播箪地を造成したい農家の要望や，春雑草事

*連絡著者 (correspondingauthor) : iwabuchi@js6.so-net.ne.jp 

の影響を由避するために実施される O しかしながら，夏矯種

は生育期間が制限されて越冬前に貯蔵養分が十分確保できな

いために，冬枯れが生じる可能性がある。したがって，新播

主主地造成に当たっては，安定的なスタン Fを確立するための

播種期を把援しておくことが重要である。

本試験では，春から秋までの播穏期を設定して，ガレガ草

地造成における播種賂について検討した。

材料と方法

試験は， 1999年にホクレン北克試験圏場(北海道常呂郡部|

子府町)において，一匿面積5.4m2(畦踊 0.3mX6娃×畦長

3m)にガレガ(品種:Gale，日本での販売名:こまさと 184)

種子を 3.0kg/10 a，比較としてアルフアルファ(品種:ヒサ

ワカパ)を1.5kg/ 10 a条播した区を 3反復の乱塊法で設置

した。播穫期処理は， 6月上旬 (6月1日〕から 9月下旬 (9

月 29日〉まで各月に 2時期設定した。しかし，当初設置した

7月下旬区 (7月25日)は子ばつにより両草穏とも定着が不

良であったため調査対象から除外した。播種時の施肥は，窒

(N) 4 kg/10 a，リン酸(P205)20 kg/lO a，カリ (K20)8kg/ 

10 aであった。なお， t番種当王手の掃除メIJりを兼ねた刈取りは，
6月上旬区では8月9日と 10月 18臼の 2問， また 6月中旬

区および 7月上旬区では 10月 18臼に 1回行った。他の処理

区は， t番種当年にはメIj取りをしないで越冬させた。播種当年
の生育量は， 10月 18日に目視により評点(1:不良一9・良)
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した。

播種翌年の 1番主主のメIj取りは 6月 22日に行い，軍丈と乾

物収量を調査した。

結果と考察

播穏期処理区の播種年晩秋の革勢ならびに 2年目 l番草の

草丈と乾物収量を表 lに示した。

播種年娩秋の草勢は，ガレガでは6月下旬区をピークに播

穫期が遅くなるに伴い主主勢は低下し，特に 8月上旬匿以降か

らの革勢の低下が大きかった。一方， アルフアルファでは 6

月下旬区から 7月上旬匿をピークに播種期が遅くなるに伴い

革勢は低くなり 8月下旬区以降での主主勢の低下が大きかっ

た。以上の結果より，ガレガは播種期の遅延に伴う主主勢の低

下時期が早く，その低下程度はアルフアルファに比べて大き

いことが明らかになった。

2年目 1番主主の草丈は， ガレガでは 6月下旬区が最高を示

したが， 8月上旬区以降で低下程度が大きかった。一方，アル

フアルファの草丈は 6月下旬区でガレガと同様に最高簡を示

し， 8月上旬臨までの生育はおおむね良好で、あつが， 8月下旬

以降の処理区で草丈は大きく減少した。このように，播種翌

年の草丈に対して橋穫期が強く影響し始める時期は，ガレガ

の方がアルフアルファに比べて早かった。

2年目 l番草の乾物収量は， ガレガでは 6月下旬IRが最高

値を示し 7月上旬匿以降順次低下し，特に 8月上旬区以降

のガレガの生育は不良となった。 アルフアルファにお

いては 7月上勾区まで翌年の生育は良好で、あったが 8月下

旬毘以降アルフアルファの生脊は不良となった。このよう

に，乾物収量に対して播種類の違いが強く影響し始める時期

は，草丈と同様に，ガレガの方がアルフアルファに比べて平

かっfこ。

図lに 6月上旬区の債を 100とした時の，各播穫期にお

ける草丈比ならびに乾物収量比と播穫期との一次回帰式を示

した。その結果，いずれもガレガの方がアルフアルファより

も由帰係数が小さく，由帰式の傾きが大きかった。すなわち，

播種期が運くなることによる播種翌年の草丈と乾物収量への

影響は，ガレガの方がアルフアルファよりも大きいことを示

表 l 播種年娩秋の主主勢， 2 年目 1 番主主主主丈および乾物~X選.

播種年晩秋の主事勢1，2 2年目 1i寄草草丈 (cm)203
矯穏期

ガレガ《 アJレファ Jレファ ガAレカボ ア/レファ Jlノファ

6月上旬 (6/1) 7.0ab 7.0b 121 b (100) 

6月下旬 (6/23) 8.0a 8.0a 134a (111) 

7月上旬 (7/6) 6.0b 8.0a 115b (95) 

8月上旬 (8/3) 4.7c 5.7c 90c (74) 

8月下旬 (8/27) 4目。d 5.0d 54d (44) 

9月中旬 (9/17) 2.0e 3.0巴 20e (17) 

9月下旬 (9/29) 1.5f 3.0巴 13e (10) 

1 1 :不良一9:良.

2異なる英小文字問lこ5%7J<i!事で有志:差あり.

3カyコ( )内は各車種6月上旬区を 100とした値.
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図1. 播種j羽目IJの2年EI1番主主の草丈比および乾物収量比.
.:ガレガ，ム:アルフアルファ.

主主丈比および乾物11又量比は 6月上を 100%とした値.

2年目 H寄草乾物収量 (kg/10a)2.3

ガレガ アlレファ jレファ

650b (100) 725a (100) 

812a (125) 758a (105) 

585b (90) 778a (107) 

305c (47) 548b (76) 

226d (35) 258c (36) 

23e (4) 120d (17) 

3f (1) 118d (16) 

港穣期
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している。

北海道におけるアルフアルファの安全な播穣期は，根釧地

域を除き，おおむね 8月中旬までとされている(アルフアル

ファ導入委員会 2003)。そこで，図 lのアルフアルファにお

ける一次回帰直線上の8月中旬の薬丈比ならびに乾物収量比

を安全な播種期の基準にすると，それらと悶等の大きさのガ

レガの草丈比ならびに乾物収量比は，各々7月下旬および8

月上旬に相当すると推定される。したがって，ガ、レガのスタ

ンドを安定的に確保するための播穣期は，アルフアルファに

比べて約2週間早いことが示唆される。

本試験においてガレガは播種期が 7月上旬以降になると，

アルフアルファに比べて， t番穣当年晩秋の革勢が著しく低下
することが認められた(表 1)。これはガレガとアルフアル

ファの秋季休眠性の差異によるものと考えられる。 E雲井ら

(2005)は，北米アルフアルファ協会 (NAAIC2009)の基準

に基づいてアルフアルファとガレガを分額した結果，ガレガ

の秋季休眠性はアルフアルファに比べて非常に強いことを報

している。山本ら (2003) もガレガは秋の早い時期から休

眠することを確認している。また著者らは，北海道における

ガレガの越冬性はアルフアルファに比べて俊れることを観察

している(岩淵jら2004; Iwabuchiら2005)。一般に越冬性

の良否には越冬前の地下部貯蔵養分の量が大きく関与してい

るほ巴ynolds1971 ; Chattertonら1974;小松 1988)。これら

のことから，秋季休眠がアルフアルファよりも早いガレガに

おいては，越冬前lこ必要な養分を地下部に蓄えるために早期

播種を行うことが特に重要である。

しかしながら，ガレガは北海道に導入されてから Bが浅

く，播種期に関する検討はほとんど行われていなL、。ガレガ

の導入元であるエストニアの Raig. Meripold (2001)は，初

期生育が劣るガ、レガの定着にとって早期播種が重要である

が，その準備として前年秋からの悶場の選定と雑筆防除の必

要性を強調している。そのため北海道でガレガを春播種する

場合には，近年開発された草地造成法であり，アルフアル

ファで成功例が増えている除草剤処理同日播種法(アルフア

ルファ導入委員会 2003)を活用することによって，雑草と競

合せずに優良なガレガ草地を造成することが可能と考えられ

るO
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Synopsis 

Investigations were carried out on the effect of differ司

ence of sowing times on growth of galega (Gαlegαorien-

tαlis Lam.) in the second year. In the case of sowing from 

early in June to early in July， the growths of galega in 

second year were excellent on plant height and dry matter 

yield. After those sowing times， the growths of galega in 

second year were reduced. The results of regression ana-

lyses indicated that the effects of sowing times were larger 

for galega than alfalfa on the growths in second year. 

Therefore， early sowing time is essential for steady culti-

vations of galega. It is estimated that the sowing time of 

galega for establishment of good stands is late in July 

approximately two weeks earlier than that of alfalfa， 

which is early in August. 
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